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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 治療のため施行した注射で重篤な末梢神経麻痺を生ず

る場合があり，医師は細心の注意を彿って注射を行なう

べきである．障害の回復には限度がある故，発生の予防

が重要である．著者は実験的に末梢神経の注射麻痺を発

現させ，神経症状と病理形態学的変化を追求し，併せて

麻痺発生予防ならびに治療について研究を行なった．

 研究方法

 Neurotoxicの薬剤を成熟ウサギの腓骨神経および坐

骨神経に作用させた．麻痺発生の状況を次の2っに仮定

した．すなわち（1）神経束近傍に薬液が注入された場

合．（2）神経束から離れた部位に薬液が注入され，そ

れが神経東周辺まで浸潤して来た場合である．使用した

：Neurotoxicの薬剤は，イルガピリン，アミピロ，オサ

ドリンである．（1）は注射時局所より末梢にかけて放散

痛があり，短時間内に弛緩性麻痺を生ずるもので，大多

数の臨床例はこれに属すると考えられる．（1）を作るた

めにEpineuriumの表面の粗な結合織内に薬液を注入

し，神経東周辺注入とした．（2）は注射時局所より末梢

にかけての放散痛がなくて，30分以上たってから麻痺を

生ずるもので比較的少ない．（2）を作るためにEpineu－

riumの表面の粗な結合織の上から薬液を散布し，神経

．束表面散布とした．

 治療の試みとして神経束周辺注入例でSteroidの併

用例42例の神経症状の経過を追求した．また神経束表面

散布例で，生理的食塩水の局所洗浄16例やSteroidとの

併用22例についても神経症状の経過を追求した．

 組織所見は2週間の神経束周辺注入20例と Steroid

併用の36例で検索した．

 これらの実験の他に，神経東野に薬液が注入された場

合を仮定し，採取分離したウサギ坐骨神経単一線維を，

in vitroで薬液に浸し，位相差顕微鏡で短時間の神経

線維の状態を観察した．

 結論

 各薬剤問に障害の差がみとめられ，特にイルガピリン

は他剤に比し障害度が強く，予後も著しく不良であっ

た．

 イルガピリン例では神経症状として尖足や足指の開排

制限が大多数鯛にみられ，組織所見14日例で神経線維間

や束夕トの結合織増加，軸索の断裂，髄鞘の残骸などがみ

られ，神経線維再生に関与するシュワン氏細胞核の減少

もみられた．

 治療の試みとして副腎皮質ホルモンを使用し，初期の

神経線維間や周辺組織の浮腫，二次的な結合織増殖の軽

減に効果がみられた．特にイルガビリンのデカドロン局

所，全身併罵投与例で目的を達することができた．

 神経東内に薬液が注入された状態を仮定して行なった

単一神経線維を直接イルガピリン剤に浸し，位相差顕微

鏡で5分問観察した例で，髄鞘の滴状化が著明になり，

直ちに生理的食塩水で洗浄を試みたが回復像はみられな

かった．

 実験および臨床経験・例を併せ考えるに，注射部位に注

意し，神経東内や神経束近傍に注入しないようにするこ

とは当然であるが，神経束の周辺に注射して麻痺を生じ
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た場合，速かに局所を切開し生理的食塩水で洗浄を試

み，同時に副腎皮質ホルモンを局所，全身併用投与法で

試みることが有効な方法と推論した．

論 文 審 査 の 要 旨

 著者は主として動物実験によっていわゆる注射麻痺の本態を探究して，その予防および治療に寄与せん

とした．

 すなわちウサギに対するSt zzのneurotoxic agentsの影響をみて，薬剤の種類による差をみとめ，毒性

のつよい薬剤では，その神経に対する組織学的変化はかなり重篤であり，それぞれの麻痺症状もよくそれ

に相当することを確認し，注射療法に際して神経東間やその近傍への注射をするどく警告している・また：

発生した神経麻痺に対しては，早期に副腎皮質ホルモンを用いる治療法を考え，その有効性を実証した・

 以上の研究は従来の注射による神経麻痺の研究よりすぐれたもので，学術上価値あり，学位に価するも

のと認められた．
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